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駒形富士山317―1
薑568―1505／蕭568―1506

★ 耕心館サロン耕心館サロン ★★ 耕心館サロン耕心館サロン ★

休館日休館日休館日

○毎週月曜日
◯  6日貂…第1火曜日
◯21日貉…春分の日

～何処か懐かしく、落ち着いた雰囲気の中で一流の音楽を～

入場料　2,000円　　申込み　午前9時から耕心館へ
※電話・FAXでも受け付けます。ご予約後7日以内に代
　金をご持参ください。 スカイホールでも販売しています。

「押絵のおひな様展」
期　間　3月7日貉～11日豸
時　間　午前10時～午後4時30分
　　　　（初日は正午から、
　　　　最終日は午後4時まで）
出　品　福生みっちゃんの会

「ご縁をありがとう」
　　　　出版原画展
期　間　3月27日貂～4月1日豸
時　間　午前10時～午後4時
　　　　（初日は午後1時から）
出　品　ちば あい子　ほか

絵手紙

入場無料

展  覧  会

日　時　3月18日豸 午前11時開始
場　所　スカイホール大ホール
※申込みは要りません。直接会場にお越しください。
　なお、4歳未満のお子様は入場できません。

平成18年度　

耕心館ジュニア・ピアノコンテスト本選会
―優秀演奏者発表会ー

日　時　3月17日貍 午後6時30分開演
出演者　大浦 綾子、林 裕子、松生 知子、関口 仁
曲　目　アイ・ガット・リズム変奏曲（ガーシュイン）
　　　　タンゴの歴史（ピアソラ） ほか

東京佼成ウインドオーケストラのメンバーによる

クラリネット四重奏の夕べ

日　時　4月14日貍 午後6時30分開演
出演者　大澤 美穂

ピアノの詩人 ショパンの夕べ 第一夜

チケット発売中！

日　時　3月25日豸 午後2時開演
出演者　鈴木 陽子（ソプラノ）
　　　　長松谷 幸生（ピアノ）
※入場無料（電話予約制　先着60名）

スプリングコンサートスプリングコンサート

～日本の歌によせて～～日本の歌によせて～

新
刊
案
内

図書館へ行こう
石畑1962　薑557―5614
ホームページ　https://www.library.mizuho.tokyo.jp

おはなしの会

午後3時30分から
14日貉　殿ケ谷図書室
22日貅　長岡図書室
23日貊　元狭山ふるさと思い出館図書室
28日貉　武蔵野コミュニティセンター図書室

午前11時から   3日貍　瑞穂町図書館

読書会 午後2時から
10日貍　長岡図書室

休 館 日
○毎週月曜日
○16日貊…館内整理日
○21日貉…春分の日

新刊案内新刊案内

一般
向け

児童
向け

□『一所懸命』岩井 三四二（講談社）
□『ガリレオの小部屋』香納 諒一（実業之日本社）
□『100万分の1の恋人』榊 邦彦（新潮社）
□『最愛』真保 裕一（新潮社）
□『気象がわかる絵事典』日本気象協会監修（PHP研究所）
□『チョコレートの大研究』日本チョコレート・ココア協会監修（PHP研究所）
□『ふしぎなロシア人形バーバ』ルース・エインズワ－ス（福音館書店）
□『とびねこヘンリー』エリック・イングラハム（リブリオ出版）

毎週木曜日は午後8時まで
オープンしています。
※祝日、館内整理日は除きます
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★初心者大歓迎。楽しい生け花を始
めてみませんか。
団体名 文化連盟華道会
日　時 第2・4月曜日（月2回活動）

午前10時～正午
場　所 町民会館
対　象 どなたでも
費　用 月会費　1,000円

花　材　2,000円
持ち物 はさみ、タオル、花包み

（新聞紙など）、ごみ袋
問合せ 内出　�557―4683

情報課　�557―7497

生け花教室

エコセメント施設を見学して

瑞穂町の可燃ごみは、西多摩衛生組合（青梅・福生・羽村市、瑞穂町）
に運ばれ、その焼却灰を日の出町二ツ塚処分場に埋め立てています。今そ
の焼却灰のエコセメント化が図られています。今回、エコセメント施設の
見学に当たり、まず立川市清掃工場でごみがいかにしてエコセメントの原
料となるか、焼却灰になるまでの工程をビデオで学び、同時にごみの分別
と減量の大切さを痛感しました。
次に、バスで二ツ塚へ向かいました。3階の研修室に通されました。25

市1町の400万人から出されるごみは年間約130万ｔに達し、このままで
は処分場が平成25年には満杯になるとのお話に、皆がくぜんとします。処
分組合では、ごみの循環型社会を目指してエコセメント事業を導入し、そ
の新事業への熱意が伝わって来ます。最先端の技術を駆使した取り組みは、
正に「隗

かい

より始めよ」の一大プロジェクトで焼却灰を埋め立てず、エコセ
メントの原料に使うことで処分場活用期間を大幅に延長可能という明るい
ニュースです。展示されている施設のエコセメント完成までの模型も分か
りやすく、学習の子どもたちも興味を引きます。
また、24時間消えることのない焼

却炉を映し出す炎が実に神秘的です。
次に、エコセメントで作られた道路
の側溝、縁石、建築資材、ベンチ
等々の製品を見せて頂きましたが、
従来のものと全く変わらず、将来私
たちの身近な生活の底力になってく
れると思います。

石川 朝子

★健康のため、楽しくレッスン
してみませんか。
団体名 みずほシャルウィーダ

ンスサークル
日　時 火曜日（月4回活動）

午後7時～9時
場　所 町民会館
対　象 初心者
定　員 30名程度
費　用 入会金　2,000円

月会費 3,000円
問合せ 中村　�557―4361

社交ダンス

★無料体験。見学できます。リボ
ンやボールなどで楽しくやりま
せんか。
団体名 フィリアR．G．瑞穂
日　時 火曜日（月4回活動）

午後4時20分～6時30分
場　所 中央体育館、一小
対　象 幼児、小学生
費　用 入会金　3,000円　

月会費　4,000円
持ち物 運動のできる服装
問合せ 川嶋　�556ー9325

新体操

★楽しく泳いで身体を鍛えませんか。
団体名 ワイワイひまわりクラブ
日　時 火曜日（月4回活動）

午前9時～11時
場　所 羽村市スイミングセンター
対　象 男女・年齢問わず（初心者OK）
定　員 若干名
費　用 年会費　1,000円

月会費　3,000円
その他1,500円（スポーツ保険）

持ち物 水着、帽子、タオル、ゴーグル
問合せ 会田　�557―0194

スイミングクラブ
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▲二ツ塚処分場
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◎
ま
ち
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ど
レ
ポ
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ト
の
取
材
・
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４
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０
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以
内
）

◎「
広
報
み
ず
ほ
」に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
の
提
供

◎
情
報
特
派
員
会
議
の
出
席
（
年
２
回
程
度
）

◎
地
域
の
話
題
に
関
す
る
情
報
提
供
　
な
ど

平成19年度

情報特派員
募集！

問合せ　秘書広報課　薑557―7497

任
　
期
　
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

対
　
象
　
町
内
在
住
の
方

定
　
員
　
　
名

申
込
み
　
３
月
　
日
貅
ま
で
に
所
定
の
応
募

　
　
　
用
紙
を
秘
書
広
報
課
に
提
出
し
て

　
　
　
く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
可
）

※
応
募
用
紙
は
、秘
書
広
報
課
の
窓
口
に
あ
り

ま
す
。町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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１５

１５

武
蔵
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

武
蔵
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
最
近
よ
く
行
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
１
月
は
水
墨
画
、
２
月
は
折
り
紙
の

展
示
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
な
る
ほ
ど
と
感
心
す
る
作
品
ば

か
り
で
し
た
。
特
に
折
り
紙
に
つ
い
て
は
、
保
育
園
児
や

小
学
校
低
学
年
の
作
品
も
あ
り
、
な
か
な
か
の
出
来
ば
え

で
し
た
。

図
書
室
の
蔵
書
も
充
実
し
て
き
て
お
り
、
新
刊
を
リ
ク

エ
ス
ト
し
た
ら
四
日
目
に
入
り
ま
し
た
。
各
ル
ー
ム
で
は
、

各
種
団
体
の
話
し
合
い
や
趣
味
の
会
が
開
か
れ
て
い
る
様

子
。
役
場
出
張
所
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
血
圧
・
血
流
計
が

置
い
て
あ
り
、
誰
で
も
自
由
に
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
計
れ

る
の
で
便
利
で
す
。
使
い
方
が
分
ら
な
け
れ
ば
職
員
が
親

切
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
ま
で
は
ロ
ビ
ー
に
ベ
ン
チ
だ
け
だ
っ
た
の
が
、

丸
テ
ー
ブ
ル
と
い
す
が
用
意
さ
れ
、
こ
れ
も
自
由
に
使
え

て
自
分
た
ち
は
も
っ
ぱ
ら
仲
間
と
連
れ
だ
っ
て
将
棋
を
指

し
に
行
き
ま
す
。
碁
も
打
て
、
も
ち
ろ
ん
道
具
は
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。
学
校
の
授
業
が
終
わ
る
と
小
学
生
た
ち
が
大

勢
集
ま
り
一
段
と
に
ぎ
や
か
に
な
り
、
少
子
化
な
ど
ど
こ

の
話
だ
と
の
感
が
あ
り
ま
す
。
た

ま
に
、
は
さ
み
将
棋
や
回
り
将
棋

を
し
た
り
、
中
に
は
我
々
の
将
棋

を
興
味
深
く
見
て
い
る
子
も
い
て
、

こ
ち
ら
も
少
し
若
返
っ
た
よ
う
な

気
に
な
り
ま
す
。
お
暇
な
時
は
、

ぜ
ひ
一
度
顔
を
出
し
て
み
る
の
も

悪
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

山
口
忠

弱
い
冬
の

日
差
し
の
下
で

八
王
子
か
ら
指
導
に
来
て
く
れ
る

先
生
の
下
、
１８
名
が
ふ
れ
っ
し
ゅ
は

う
す
近
く
に
あ
る
良
い
ポ
イ
ン
ト
に

集
ま
り
ま
し
た
。
弱
い
日
差
し
の
下

で
全
員
ズ
ラ
リ
と
並
ん
で
ス
ケ
ッ
チ

で
す
。
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
を
遠
く
に
見

な
が
ら
の
田
園
風
景
は
、
絵
ご
こ
ろ

の
無
い
私
で
さ
え
描
い
て
み
た
く
な

る
程
で
す
。

こ
こ
に
い
る
１８
名
は
、
絵
手
紙
か

ら
発
展
し
て
水
彩
画
ま
で
来
た
そ
う

で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
筆
が
立
ち
そ
う
で

す
。
画
面
に
水
を
引
き
、
色
を
垂
ら

し
込
む
技
法
な
ど
、
水
彩
独
特
の
面

白
さ
を
巧
み
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

岡
島
昌
章

「ごみ・資源物収集カレンダー」の
記事を作るに当たり、ごみの状況など
を調べていると、私たちがこのままの
ペースでごみを出し続ければ、二ツ塚
処分場も八戸沢処分場同様、満杯にな
ってしまうことを切実に感じました。
10年ほど前、日の出町の処分場を見

学する機会があったときには、広大な
敷地に驚き、これが埋まるものかと思
ったものでしたが…。
私たち日本人は、減量やリサイクル

はもとより、ごみを出さないという意
識をもっと強く持たなければと改めて
思いました。
4月からごみの分別方法が一部変わり

ます。皆様のご協力をお願いします。
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